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 肌寒かったお盆も過ぎ、この時期になってやっと

真夏の暑さがやって来ました。お彼岸までには落ち

着くのでしょうか？ 

 お彼岸を控えお墓やお仏壇の整理を考えられてい

るお宅も多いかと思います。今回はお位牌やお仏壇

のことについて少し考えて見たいと思います。 

仏式供養の流れ 
 さて、お位牌やお仏壇の事について触れる前にお

葬式から始まる仏式供養の意味を押さえておきたい

と思います。 

 仏式葬の場合、不幸にして人が亡くなると故人に

法名（戒名・出家者としての名前）をつけ、お通夜

や葬儀の次第の中で剃刀を用いて剃髪式（頭髪を剃

る作法）、得度式（仏門に帰依し出家者となる式）

を行い、故人を形式的に僧侶として出家させます。

それは仏教修行者の方が仏の救済に預かり易いと考

えるからです。ですから、人が亡くなった時には慌

てて法名をつけ、出家の儀式を行い、お通夜・葬儀

を通して仏教の教えであるをお経を唱えて、故人に

聞かせ、出家者として猛特訓をした後、極楽浄土へ

と送り出します。そして、送り出された故人は極楽

浄土では阿弥陀仏の膝元で仏教修行者として仏様の

説法を聞き、仏教の勉強を行い悟りを深めている。

と仏教では考えます。 

逮夜や法事などの追善供養は、親族や僧侶がこの世

からお経を読んで、極楽浄土で頑張って仏教の勉強

をされているご先祖を応援し、ご先祖のために特別

講習を行うという意味合いになります。 

仏壇は浄土世界の象徴 
この仏教的な仏とご先祖の関係を表しているのが身

近にあるお仏壇です。極楽浄土そのままにきらびや

かな装飾が施された仏壇も有りますし、落ち着いた

雰囲気の仏壇も有ります。大概の仏壇の内部は3段

以上になっています。仏壇をご先祖が居られる極楽

浄土の世界と考えるならば、お仏壇の最上段に来る

のはご先祖様では無く、ご先祖様の先生である仏様

（仏像や軸）を最上段にお祀りすべきと思えます。

そして２段目に

は仏様の生徒で

あるご先祖、つ

まりお位牌が並

びます。３段目

には仏様やご先

祖へのお供え物

であるお仏飯や

お茶湯が並び、

その下又は仏壇

の前には灯明・

香・華などを並

べます。 

 

位牌が多く

なってしまって･･･ 
 しかし一族の歴史と共に位牌の数は

次第と多くなり、仏壇内が窮屈になっ

て、つい仏壇（極楽浄土）の中心であ

る仏様に横の方へ行って貰って、最上

段までご先祖の位牌を並べなければ収

まりが付かなくなってしまいます。 

 ご先祖様が大切なのは当たり前です

が、ご先祖の先生（師匠）で有る仏様

を仏壇の片隅に追い遣るのも格好悪い話

です。とはいえ仏壇という制約された空

間の中で増えてしまったご先祖様の位牌

の配置には苦慮されると思います。 

 そこで提案なのですが、３３回忌（又

は５０回忌）過ぎた古いご先祖のお位牌

は別個にお祀りするのではなく、「過去

帳形式の位牌」や「歴代列記の位牌」に

合祀されたら、お仏壇の中もすっきりす

るのではないかと思います。（最初から上

記の形式でお祀りされているお宅も多いです） 

 

(2 ページに続く) 
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弔い上げで一区切り 
 ３３回忌（又は５０回忌）は別名「弔い上げ」

（ともらいあげ）とも言います。先の４号でも述べ

ましたように日本の民族的な考えに従えば、３３回

忌も過ぎると、死者の穢れも清まり和御霊（にぎみ

たま）となって、一族の祖霊神に近い存在までに昇

華されています。今でも所に寄れば、３３回忌が過

ぎた位牌は仏壇から取り出し、菩提寺の位牌堂に

持っていくところも有ると聞きます。 

 仏壇内の位牌の置き場所に苦慮されている方は、

（特別残して置かねばならないご先祖は別ですが、）

「弔い上げ」が終わったご先祖の位牌を、他のご先

祖と一緒に過去帳形式・歴代列記ののお位牌に合祀

されればと思います。 

過去帳形式の位牌なら自分でも出来る 
 仏壇や位牌と言うとことになれば、仏壇屋や坊主

の専売特許の様に思われがちですが、歴代列記の塗

りの位牌はともかく、過去帳形式の位牌ならば、仏

具店でお位牌を求められ古い位牌の内容を書き写す

だけですから、やろうと思えば何方でも可能です。     

 ご先祖を粗末にするわけではなく、お世話し易い

ように祀り直すわけですから、遠慮されることは無

いと思いますし、ご自分でなされば一家の歴史を再

認識する機会ともなり、尚一層位牌に愛着が沸き大

切にお祀り出来るかと思います。 

 

お彼岸を機会に 
 お彼岸にお仏壇の中を拝んでみて、もし窮屈なよ

うでしたら、ご自身が末永くお世話しやすい様にお

位牌の整理などお考え下されば如何でしょうか？ 

仏祭りのこととなれば、堅苦しく杓子行儀に考えが

ちですが、ご先祖様のお祀りをなさるのはご自身で

す。（古い位牌の後始末にお困りでしたらお持ちく

ださい・・・） 

 

 尚、最近不景気と言うこともあって仏壇・位牌な

どのことで「因縁」とか「祟り」とか、まことしや

かに言われる方が多いようです。そんな話は余りま

ともに受け取らないようにお願いいたします。その

方の主観で物を言われている場合が多く、まともに

(1 ページから続く) 
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お盆明けから工事に取り掛

かって頂いております。現

在「渡り廊下補強工事」完

成、「物置増設」、「手洗い

改築」を実施して頂いてお

ります。残暑の中施工にあ

たられる今岡工務店様・山

根板金様始め各業者の皆様には感謝いたします。

今後ともよろしくお願いいたします。 

物置工事棟上風景 

旧墓地整備計画中 

古いご先祖をお祀りしてい

る墓地（旧墓地）の整備を

考えています。「今の代は

お世話出来ますが、次の代

は･･･」とご心配の方も多

いと思います。また無縁に

近いお墓が増えることはお

寺にとっても負担が大きい

ことと成ります。それらの解

決策となるかどうか分かりま

せんが、古いご先祖の今後の

お祀り方法を計画中です。 

お世話無理になる前に･･･ 

特別寄進のご報告 
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